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15．「マスカット」の果粒果頂部を加害するネギアザミウマの防除適期 

 

［要約］ 

ネギアザミウマによる「マスカット」果粒果頂部の被害は、加害時期である硬核期に

薬剤防除すると抑制され、おおむね３月加温作型では６月上旬、無加温作型では７月上

旬が防除適期である。  
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［背景・ねらい］ 

施設ブドウ「マスカット  オブ アレキサンドリア」（以下「マスカット」）では、ネギア

ザミウマによる加害によって果粒果頂部に白斑症状が生じ、褐点病を助長する（図２）。こ

の症状は、現地では「へそ黒」と呼ばれ、主に加害するのは硬核期以降の果粒で作型毎に

加害時期が異なることが明らかになっている。そこで、ネギアザミウマに対する防除適期

を明らかにする。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．硬核期以降で、ネギアザミウマの加害初期に薬剤防除すると果頂部被害は殆ど認めら

れないが、ネギアザミウマ発生10日後の防除では、果頂部被害の抑制効果が低下する（図

１）。  

２．ネギアザミウマは、いずれの作型でも５月上旬頃から発生し、５月下旬から６月下旬

が発生ピークとなる（データ省略）。硬核期の開始は、３月加温作型ではおおむね６月上

旬、無加温作型では概ね７月上旬で、この時期が防除適期である。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本調査は、雨除けハウスの「マスカット」で実施した結果である。雨除けハウスで硬

核期以降となる７月下旬から３～５日間隔で２週間、５回放虫を行い、最初の放虫日を

ネギアザミウマ加害（発生）初期、４回目放虫日を発生10日後としている。  
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z 「マスカット」雨除栽培におけるネギアザミウマ発生状況を再現するため、ネギアザミウマを硬

核期以降である７月下旬から３～５日間隔で５回放虫を行い、最初の放虫日をネギアザミウマ加

害（発生）初期、４回目放虫日をネギアザミウマ発生10日後とした。n=調査果粒数
ｙ 白斑症状が無い軽微な褐点病など

果頂部における症状別の果粒割合（％）

図１ 薬剤散布時期別のネギアザミウマによる果粒果頂部
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無処理区（n=994）

薬剤散布時期ｚ ：正常及びその他ｙ ：ネギアザミウマ果粒果頂部被害（白斑症状）

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 
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図２ ネギアザミウマ加害による白斑症状及び褐点病  

（点線で囲んだ部分がネギアザミウマによる加害

痕及び加害痕に感染し拡大した褐点病）  

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/387741_2240520_misc.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/444292_2985485_misc.pdf

